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発話時における北京語音

—余剰的特徴の伝達作用

那 須 清

音素の定義については種々の説があるが，諸説を通じて，音素は相互の対立によって価値

を生ずるものであるとみなす点では，見解がほぼ一致しているといえるであるう。故に，ぁ

る言語における音素体系は，言語音を相互に区別する示差的特徴のみに基いて，これを設定

することができる。しかしながら，国語音の全体的性格は，示差的特徴からのみなるもので

はない。特に，伝達という点から，発詰時における言語音の様相を観察すると，示差的特徴

以外の余剰的特徴が重要な役割りを果たす場合がある。例えば，ある環境において，示差的

特徴がきこえないとか，あるいはそれが完全に実現されないようた場合には，余剰的特徴の

厄うが示差的価値を担うこととなる。小稿では，発話において，伝達上重要な働きをする北

京語音の余剰的特徴について，二三述べてみたい。

余剰的特徴 (redtmdant feature) とは，単音の有する諸特徴から示差的特徴を除いたも

ので，それはさらに示差的特徴に随伴して現われる付随的特徴 (determinedfeature) と，

ある環境に限って現われる条件的特徴 (conditionedfeature) と匠分けられる。

北京語の音韻体系については，数篇の研究が発表されていて，それぞれ音素の立てかたに

多少の相異があるが，ここでは諸説の最大公約数によって，伝達上注目すぺき余剰的特徴と

その働きについて考察する。

子~音音素：

北京語の閉鎖音と破擦音匠は，無気音：有気音という対立がある。音素論では，これを軟

音と硬音の対立とみなして／b, d, g, .—•••• :p, t, k,......／とする説 1)と，気音の

有無による対立とみなして／ p, t, k, ····••:ph, th, kh,．．．．ー・／とする説 2)がある。

しかし何れの説でも，これを有声と無声との対立とはみなさない。北京語のせばめ音は， r

以外は無気有気を問わずすべて無声音であって，有声音はないといわれているからであろう c

しかし発話に現われる音声を観察すると，非強勢音節，特に軽声音節における無気音は，半

ば有声化するかまたは有声音であるし，強勢音節においても陽平および上声では有声化され

る傾向が強い 3)。こういう場合の無気音の有声化は条件的特徴である。しかるに有気音のほ
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うは常に無声であって，有声化することはない。従って有気音の無声という特徴は付随的で

ある。とすれば， もしある環境において，無気音が有声化した場合には，その有声という余

剰的特徴が有気音に対して示差的役割を担う，といわざるを得ない。例えば：

｛「飽」了／vbaw/ ［vbao] ｛投「稿」／vgaw/［vgao] 

「胞」了／vpaw/ [vp'ao] 投「考」／vk aw / [ v k'a o] 

｛水「藻」／vzaw/ ［vdzao] 

水「草」／vcaw/ [v ts'ao] 

｛痢「疾」I.z ji / [．．位 i]
カ「気」／ ．cj i / [．ぃ炉i]

『説」書／ ’dwi/［’du ] 

「図」書／ ’twi / ['t'u J 

｛推「子」／． zwI / [.dz1] 

推「辞」／． cw'i/[.ts'1] 

もちろん，これらの語が発話において混同を免れるのは，実際上は主として文脈や話しの場

に負うところが多いのであって，余剰的特徴の果す役割りを強調することはできない。次に，

摩擦音／f,s, sj, h／にもこれらと対立する有声音がない。故にこれらの無声も付隙的特

徴である。しかしながら「父親」／‘fu.tjin／を［ v`u．絆＇inJ, 「四個」／‘s"i.ga/

を ['z1.9a], 「席子」／ ’sji.q/を［’:,,i.dzl], 「好」／vhaw/を［vyao] 

などと発音すれば，全く伝達不能となる。故に摩擦音における無声という余剰的特徴は，伝

達上極めて重要な役割りを果しているわけである。かくて北京語のせばめ音における有声お

よび無声という余剰的特徴は，伝達上無視することができないということができるであろう。

鼻音と側音についてみると，／m,n,o,l／における示差的特徴は，通鼻および側面と

いう点であって，有声。わたりの強弱・持続部の長短などは，余剰的特徴である。しかしこ

れらの音を無声音として発音すれば，伝達不能となる。鼻音韻尾～nと～ngの，次に示す

余剰的特徴は，ある環境たおいては示差的価値を担うものとして注目しなければならない。

~n...…入りわたり強，持続部短．口蓋化あり（付随的）

~ng-…..入りわたり弱，持続部長，唇音化あり（条件的）

この尾音を持つ音節が後続音節と続けて発音され，音の同化によって調音点が近似する場合

ゃ，閉鎖が完全に行われない場合には，上記の余剰的特徴によって区別されることになるも

のと考えられる。例えば：

｛銀子／ ’jan.zi・／ ［’jiaq..,dz1] ｛棧房／｀和an’fao/ ［‘細’fao] 

蠅子／ ’jag.z'i/ ['jio•.dzi] 脹房／｀zaがfau/［浪邸舒fao]

｛連煤／ ‘jwin’maj/ ［ヽyェ叫’m虹］ ｛官名／—gwan’min / ［如a吋mi9] 

用煤／ ‘jwio'maj /［ヽ yo?.!!•'m虹］ 光明／一gwao'mio/[-9oam•'mil)] 

このような場合，主母音の声音的なちがい c/ jan: j au/において特に顕著）がむしろ大
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きな役割りを果すこともあるであろう。

母音音素：

母音音素の体系匠ついては，諸説忙よってかなりの不一致があるので，ここでは詳論を避

けたい。ただ，北京語の母音における音長は示差的特徴ではないということは定説である。

しかし次に示すように， r化された結果，阿ー音素よりなる音節に変化するといわれる場合

には，主母音の音声的なちがいとともに，その条件的特徴たる音長（主母音および r韻尾）

の差もまた示差的価値を担うと考えられる。例えば：

｛ 瓜JレI -g War / ［喝oa•J ] ［閉翡Jレ ／ーja r / ［ -i a・i ] 

官ル /-gwar/［噌uaJ・J l記／一jar/［一j,a J・J
｛応I-gar / ［ー加 •J ] ｛臣／ 15ar / ['eが1] 
札さル /-gar /[-geJ• ] 神）レ ／ ’sar / ['eaJ・] 

（下段の 2組においては，尾音 rの音色のちがいも示差的価値をもつ）。 解釈のしかたによ

っては，上記の対立は r化しても，音素はやはり異るとされる4)（例えば「官ル」は／gwanr

→ gwar /ではな(/gwanr→ gwajr /であって， 「瓜ル」／gwar/と対立する）。

しかしこの説によるとしても，音長の差は依然として余剰的特徴である。 「歌Jレ：根ル」に

限って主母音の長さ忙音韻的対立を認める説があるが，これは音素論としては首肯し難い。

韻律音素：

声調素は4~6種とされている。すなわち，①陰・陽。上・去の4種とするもの？Rゼロ

声調素を加えて5種とするもの，6）⑧さらに上声が陽乎に近く変化したものを加えて 6種とす

るもの：）以上が主な解釈法である~)この何れをとっても，音節音高の変化の型が示差的とさ

れていて，音長は付随的特徴となる。しかし，いわゆる軽声を含むか含まないか匹よって対

立する場合匠は，そのちがいは音孵学的！ては音長の差として現われるという。音孵学的特徴

が伝達上にいかなる働きをするか明らかにされていないが，示差的役割りを担う可能性が考

えられる。例えば：

｛東西 TT庁 T
東西'11 0 

［大意戸＇戸

大意＇百了 百

そして， これは強勢素（アクセント核）に関連する問題でもある。上記例の上段は核が後の

音節にあり，下段は前の音節にあるが， これらの語が相互に区別されるのは，それぞれの音

節の強さのみでなく，音節の長さという付随的特徴にもよる，といえるからである。前記(i)

②の見かたによるならば．声調における key(B. Karlgrenの用語9))も余剰的特徴となる。

すなわち：
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｛油井，急死，劉五 鍔 214 

有井，墳死，柳五 214 214→ 24 214 

このような場合，本来の賜平了すと陽乎に近く変化した上声百Tとの区別は，、 keyの差に

よってなされると考えられる。

文音調と声調との関係については，現段階では主観的観察による研究のみしか発表されて

いないので，その正確な状況は全く不明であるが，筆者が予価的な実験を行ったとこるによ

ると，伝達上における keyの働きを看過することができないよう忙息われる。

注1)例えば藤堂明保「中国語音韻論」。

2)例えばC.F.Hockett : Peiping Phonology CJ.A.O. S. 67) 

3)土居光知「日本音声の史験的研究」 14ページ。拙稿：北京語音二趙（文学論輯，弟

3号）。

4) C. F. Hocke t t ~上褐論文。平山久雄：北京語の音韻論に腐する二三の問題（己―語研

究，第三十五号）。

5)例えば縛燎勅：北京話的音位和併音字1;].-（中国諮文，総第47期）。

6)例えば徐世栄：試論北京語音的“声調音位” （中国語文，総第60期）。

7)例えばC.F. Hockett :上掲論文。

8)籐堂明保，上掲書では，四声のほか匹中性調と軽声調とを認め，あわせて 6調となっ

ている。

9) B. Karlgren : A. M-indarin Phonetic Reader, p. 22. 
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SYNOPSF.S OF JAPANESE ART IC LES 

AND ORAL PUBLICATIONS 

関於北京話音素的残余特徴

在偲達時所起的朔別作用—--

那須清

任何語言的音位系統可以依牒其音素所含有的努別特徴而決定。不過，音素的整個性質並

不是僅僅有絣別特徴的。当実際説話時，如果不能清楚地聴到某一個音素的榊別特徴，或由於

声音環境的関係不能顕示其蹄別特徴的時候，這個音素的特点可能是由残余特徴 redundant

feature 来表現的。

大家都知道，北京語的語音系統里有両種鼻音尾韻母～ n和～ ng的対立。這組韻尾因受

了后一個音的影響被同化成類似声音的時候，官『1可能由於残余特徴（比如：前流音渡的強度，

持阻階段的長短，有無顎化和唇化現象等等）来顕示両者之間的差別。元音的音長不是耕別特

徴，可是在Jレ化韻里有時候主要元音的音長実際上可能成為辮別的標識。毎一個声調的平均音

高和音長也不能算倣荊別特徴，可是由於連字変調的規律而上声変成近似陽乎調的時候，宕和

原来的賜平調之間的差異就表現在宮門的平均音高上。有調音節和軽声音節之間的差異，根撞

声学実験，寧可説在古門的音強差異上不如説在官『1的音長差異上。這些現象都可以説是残余

特徴之在陣達時所起的辮別作用咆。

THE DIALECT I討 CHINA

Kiyoshi Nasu 

A great variety of idioms spoken by seven hundred 

million inhabitants in China is roughly divided into 

Altaic family, indo-European family, Sinno-Tibetan 

family, Austro-Asiatic family and Austronesian family. 

Among them, the Chinese language, a member of Sinno-

Tibetan family, is spoken by about 8噂 majorityof the 
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whole population. Chinese has five main dialects as 

follows: 

hwestern dialects 

hwestern dialects 

1. Northern dial.ects I -I'-.J..a↓,g-Hwai dialects 
dialects 

ialects 

2. Wu dialects 

ラ •Hakka dialects 

4. Yue dialects(Cantonese) 

5. Min dialects 
[Amoi dialect 

Fuchow dialect 

The most current of these is Northern dialect, 

chiefly composed of the so-called Mandarin, having no 

less than four hundred million speakers. This fact has 

its evident historical reason: at first there was the 

common language called Yayen as early as before the 8th 

century B.C., which was based on the dialect in the 

neighborhood where Chang'an is at present; then it was 

by Shih Huang Ti of Ch'in gaining reign.over the whole 

country that the status of Northern dialect was raised 

higher; since then, the political and cultural center 

lay generally in what is called Chungyuan province of 

the Huanghe valley; thus Mandarin was placed in a firm 

position as a common language especially with the estab-

lishment of government seat in Peking since Yuan dynasty. 

Now the difference of language as seen in the Shi-

King and Ch'u-tz叶ireflects that of the southern dialect 

from the northern in about the 5th century B.C. Also 

the exegetics popular in the Han era shows that the 

language underwent a great change in those days. The 

modern Wu and Yue dialects have their sprout in the eras 
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from Ch'in to Han. The invasion of other northern races, 

aggravated since about the 4th century, caused the mass 

evacuation of the Han race. This gave birth to Hakka 

dialects. Min dialects also attribute their orig、into 

the Han race being forced to move into the Fukien dis-

trict in order to escape the warfare and conquest in the 

south by the successive emperors during the centuries 

from the 3rd B.C. up to the 10th A.D. 

What remarkably distinguishes now Northern dialect 

from other southern ones is whether or not the jusheng-

tone may be heard. The phonetic transcription of each 

dialect is shown in the following:-

THE NORTH WIND AND THE SUN 

pekine三：

ju-i-xui vpei-feり ken't1ai-jaり ‘t巨en-tai-nar

―tsaがlun'eei-tevpen-s主｀ta

Wu dialect; 

。紅。エ ‘t豆 ‘po,foり．ta-t1n-i釘 k'a―k'a.la.lu ―ts固

-lan `en,J1en-•Ka p̀a江~-° Z へd13u
りエ

Cantonese: 

pakl fu:ol t1uuJ ma:i↓ jat」t1au1 jau-l jatlts'i-I 

hai1sy ➔ tsaりllcenJk1rey-l lcelJ-lko-J tsil tsu:ol pinl 

jatlk:::>-l pun1si-l ta:i」

Fuchow dialect: 
•一

_p¢y-huu 吋こ¢ _ni'thau _t~ia. '1£ ―tpalJ ―tic 'n¢yD 
ー. ~ _ku -・puふ n¢y

Haldr.a dialect: 

―j l, t―nl,t ―peek―fuり、t'oJJ-Jlet,t，庄U ―tsa:g'lc5n_ma:n 

、nen―k3 ―pun's王 ‘t'ai
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